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 にߓߪ

ᓥ来の経営教育ޔߪ管理機能別教育に㊀点をおޔ߈大学ࡀࠫࡆ߿ス・スࠢߢ࡞ࡌ࡞経営者を養

成ߒて߈た。ޔߒ߆ߒ彼ࠄの経営者とߒての⽿任感߿態ᐲについての批್ߪい߹ߛにある。その意味

合理性の追求という目的のޔߒ専門家を養成ߥ特定の管理機能部門のන純ޔߪの経営教育ߢ߹ࠇこߢ

ਅޔ短期的成果のみを追求ߔる管理者を育成ߒて߈た。このࠃうߥ経営教育のあࠅ方に対ޟޔߒ企業

倫理ޠあるいޟߪ企業と社会ޠコスにおいて企業倫理教育߇行わࠇることにߪ大ߥ߈意味߇あޔࠅ

そߪࠇ経営者の意識変革と行動に結びつޔ߈現実の課題を解ߔるに㊀要ߥ役割を果たߔ余地߇十分

あると考えࠇࠄる。 

1980 年代ࠄ߆米国の大学ࡀࠫࡆ߿ス・スࠢ࡞教育においてޔ経営教育ޟ߿企業と社会ޠそߒてޟ企

業倫理ޠに関ㅪߔるコスの㊀要性についての認識と関心߇高߹ߞている。そޔߪࠇ企業不祥事の削

減に有効ߥ制ᐲのあࠅ方を巡ߞて1980ޔ 年代中㗃ࠄ߆始߹1990ޔࠅ 年代に広くᶐㅘߔるࠃうにߞߥ

た米国における企業倫理の制ᐲ化߇その߆ߞ߈けߢあると考えࠇࠄる。企業倫理の制ᐲ化ޔߪ企業倫

理に対ߔる関心߇急ㅦに高߹ޔࠅ学術的研究ޔ高等教育機関における式の教育ޔそߒて企業におけ

る体系的ߥ実践ޔߤߥ各方面において積極的ߥ取ࠅ組みを߽たߒࠄた
1
。例え߫ޔいくつ߆のࡀࠫࡆス・

スࠢޔߪߢ࡞企業倫理に関ㅪߔるコス߇設けࠇࠄた。ࡑࡈࡎンとࠕࡓ(Hoffman&Moore,1982)

の調査にࠃると1200ޔ の学部おࠃびୃ士࡞ࡌのࡀࠫࡆス・スࠢ࡞を対象とߒた調査(回答率 50㧑)

計ޔߪߢ 386 のこの種のコス߇設けࠇࠄていた事実を表ߒている
2
。 

企業倫理に関ㅪߔるコスの制ᐲ的ߥᢛ備の進展ޔߪさࠄに効果的ߥ企業倫理教育のためのࠞࠠ

ュࡓの改善を߽たߒࠄた
3
。大学ࡀࠫࡆ߿ス・スࠢ࡞におけるޟコスޟ߇ޠ実践的ߥޠ経験と応

用にᰳける߽のߛという批್ߥ߇さޔࠇ実際大半の大学ࡀࠫࡆ߿ス・スࠢߪ࡞コスの教育方法を

変えるという対策を取ࠅ始めた
4
スコޠ企業と社会ޟޠ企業倫理ޟるߔて企業倫理に関ㅪߞ߇たߒ。

において߽企業経営の実践をめߞߋてޔ深ೞߥ省߿批್߇び߆けࠇࠄた。例え߫ޔ企業倫理に関

ㅪߔるコスを設ける場合ޔそのコスޔߪ現実の社会に役に立つࠃうに開発さߥߖけߥࠄߥ߫ࠇい
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という議論߇そߢࠇある。その事実を踏߹えࡀࠫࡆޔス・スࠢޔߪ࡞企業倫理教育の方法߇新ߒく

要求さࠇるࠃうにߞߥた。 

てߒる効果を果た߈ߢ経験と応用能力を養成ߥ実践的ޔߪ米国の大学における企業倫理教育ޔߪߢ

いるの߆。日߽⛘え間ߥく発生ߒている不祥事を見るとޔ米国における企業倫理教育ߪ実際にߪ企

業・社会において機能を果たߒてこߞ߆ߥたのߥߪߢい߆ということ߹ߢ考えߑるを得ߥい。網

本Ⓜߪ以の問題意識ࠄ߆企業倫理教育߇現実の課題を解ߔるのに㊀要ߥ役割を果たߔことߢ߇

 。るߔ組織に入る前の教育機関の段㓏における企業倫理教育の必要性について検討ޔࠄ߆るとの観点߈

そߒて本Ⓜߪ以ਅの構成にߞߥている。 

る。そのためߔを検討߆たの߈てࠇ実践さޔてߒ目標を目指ߥうࠃのߤߪ米国の企業倫理教育ߕ߹

に企業倫理教育の方法におけるᱧผ的変ㆫをవ行研究(Rossouw,2001;中,2010)に基ߠいて確認ߔる。

そߒてޔその事実を裏付けるためにޔ現在の大学ࡀࠫࡆ߿ス・スࠢ࡞における新たߥ教育方法の

置ߠけについて検討ޔߒその有効性をޟ実践的ߥޠ観点ࠄ߆検討ߔる。さࠄに米国の大学ࡀࠫࡆ߿ス・

スࠢޔߪ࡞行動教育の効果を向さߖるために後ߤのࠃうߥ視点を入ࠇた取ࠅ組み߇求めࠇࠄる

のޔ߆後の企業倫理教育の課題を示ߒたい。 

 

Σ．先行研究のࡆュによる本研究の立場と特ᓽ 

大学における企業倫理教育の有効性を巡ߞてޔߪ以ਅのࠃうߥ議論߇行わࠇて߈た。 

第 1 にޔ大学ߢ企業倫理を教えることに対ߔる対論߇ある。対理由をࠢࡑド࡞࠽ドと࠳ン

Ԛ価ޔԙ真実性(credibility)ޔ意࿑(palliative intent)ߥԘ一ᤨ的ߪ(McDonald&Danleavy,1995)ࠖࡧ

値設定(value sets)ޔԛ個人化(personalisation)ޔԜ偽善行ὑ(hypocrisy)ޔԝ曖ᤒさ(ambiguity)ޔԞ

ᬀえつけ(indoctrination)の観点ࠄ߆次のࠃうにᢛ理ߒている
5
。 

Ԙ大学における企業倫理に関ㅪߔるコスの増加ޔߪ相次いߢ発生ߒた不祥事に対ߔる一ᤨ的ߥ

応を表ߒた߽のߢあޔࠅ環境に関ߔる課題事㗄に対応ߔるための射的ߥ行動ߢある。 

ԙ企業倫理ߪ非科学的ޔߢ非実⸽主義的ߢある。そのためޔ大学のࠞࠠュࡓの中に置を有ߔ

る߽のߥߪߢい。 

Ԛ倫理的価値観(ethical values)ޔߪ人間の人生の早い段㓏に定ߠけࠇࠄる߽のߢあるためޔ倫理

教育にߞࠃて態ᐲの変化を߽たߔࠄことߪ不可能に近い。 

ԛ固定ߒている個人のᓼ的ࡓࡈワߪࠢ企業倫理教育にߞࠃて変えることߥ߈ߢ߇いためޔ

企業倫理教育を行うことޔߪ個人߇信ߓて߽いߥい価値に対ߔるッࡊ･サࡆスをឭ供ߔることに

過ߥ߉い。 

Ԝ授業においてᓼ的価値に対ߔる変化߇見ࠇࠄるߥࠇߒ߽߆いޔ߇そのスࠠ࡞を事の現場の中

に発揮ߔることߥ߈ߢߪい。 

ԝ企業倫理教育ߪ曖ᤒޔߢ象的߽ߥのߢあޔࠅ効果的ߥ学習方法とߒてコスߢ用いࠇࠄる手法
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てߒの経験とߢを事ࠇそޔ߇るߥることにߔ学生にその状況を熟考ޔߢた状況のߍࠅ作ޔߪ

扱うのߪ難ߒい。 

Ԟ企業倫理教育ᬀߪえ付けにߞࠃてその効果を弱めている。ᬀえ付けޔߪ教ቶの学生に教師߇正ߒ

いと考える答えを認識さߖるࡠࡊセスߢ生ߓる。 

第 2 にޔ企業倫理を教えることに対ߔる⾥成論߽あߞた
6
。この議論ߪߢ特にޔ企業倫理教育とߒ

て何を教えること߇可能ߥの߆ということ߇㊀要ߥ事柄とߞߥた。ウイ࠭とࠫョン࠭(Weiss㧒

Jones,1994)ޡޟޔߪ倫理コスにࠃる࠾࠻ンࠣߒߥ߇ޢうることޠとߒて次の 8 点を指摘ߒて

いる
7
。 

Ԙ倫理的意思定に必要ߥ合理的ߥ考え方ޔ概念ޔ用語ߤߥのឭ供。 

ԙ状況್断能力ࠄߥびに優వ㗅を付ける能力の向。 

Ԛ企業倫理の実践の妥当性を説ޔ説得ߔる能力を高めるための知識のឭ供。 

ԛ社会の価値観ࠄ߆見て問題のある企業の実践を発見ߔるᓥ業員の能力ޔ自覚ޔ役割の向。 

Ԝᓼ的課題事㗄に対ߔる取ࠅ組みへの意識の向。 

ԝᓼ的事柄について深く考える力と正ߒい事を勇気を持ߞて実践ߔる力の向。 

Ԟ非倫理的ߥ事㗄に異議を申ߒ立てࠇࠄる能力と集団の倫理に対ߔる意識の向。 

ԟ倫理✁領と⋙査に必要ߥ知識のឭ供とその活用にࠃる倫理風土の改善の向。 

こࠄࠇのవ行研究ࠄ߆本Ⓜߪ第 2 の⾥成論の立場に立ߞてޔ企業倫理教育߇有効ߢあることを解

て評価ߞࠃに߆企業倫理教育の効果を測るߢの基準ߤޔߪる理由ߔる。企業倫理教育肯定論を支持ߔ

て捉ߒ点とᰳߪた企業倫理教育の課題ࠇ指摘さߢ企業倫理教育の対理由ޔ߇るࠇࠄると考えߥ異߇

えޔߕ当然の߽のとߒてฃけᱛめる立場に立ߞているߢࠄ߆ある。例え߫ޔ企業倫理教育の対理由

Ԝ(授業においてᓼ的価値に対ߔる変化߇見ࠇࠄるߥࠇߒ߽߆いޔ߇そのスࠠ࡞を事の現場の中に

発揮ߔることߥ߈ߢߪい)の指摘߇あߞたࠃうにޔその課題ߪ教育効果ޟ߇現実ޠの行動へとつࠅ߇ߥ

にくい点߇ある。ޔߒ߆ߒその課題ߪ企業倫理教育に限ߞて議論さࠇるߥߪߢ߈ߴいと考える。߹たޔ

大学ࠄߥ 4 年間を大学院ࠄߥ 2 年間という短い教育ޔߢその効果を実際組織に߹ߢ持⛯さߖることߪ

難ߒくޔその間の組織文化߿環境要因ޔ倫理観にᏀฝさࠇる人間のሽ在を考慮ߔるとޔ現実にそう簡

නに示さࠇる簡න߽ߥのߥߪߢいということߔߢ。 

第 2 の議論(企業倫理教育の⾥成論)ߪ日に߆けて新たߥ研究成果߇見ࠇࠄておౕޔࠅ体的に何を

企業倫理教育の実ߪߢ米国ޔについて߆るのߥたことにߒ企業倫理教育をޔࠄて教えたߒうにࠃのߤ

践を総括ߒた文献߇数多く表さޔࠇそࠄࠇの中ߢいくつ߆のこと߇教育の目標とߒてあࠇࠄߍてい

る(宮坂,1998)。ߒたߞ߇てޔ本Ⓜޔߪ企業倫理教育ߪいߥ߆る事を目指ߒてޔ実践さޔࠇ効果を果た

企ޔߢることߔ企業倫理教育の効果を解ޔߒ検討ࠄ߆変ㆫߥを企業倫理教育のᱧผ的߆たの߈てߒ

業倫理教育߇有効ߢあることを⸽ߔる。 
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Τ．米国にߌ߅る企業倫理教育方法の変遷 

米国の企業倫理教育におけるࡠࡊࠕチにޔߪそࠇにࠃる目的㧔何を目指߆߈ߴߔ㧕と内容㧔何を

ឭ供߆߈ߴߔ㧕にߞࠃてޔ第 1 に認知教育(第 2-1 㗄ߢ詳細に検討)ޔ第 2 に行動教育(第 2-2 㗄ߢ詳細

に検討)の 2 つのࡠࡊࠕチ߇ある。認知教育と行動教育ߤߪの教育方法をとるの߆にߞࠃて学生に及

 。るߥ効果߽異ߔ߷

1980 年代における米国の大学ࡀࠫࡆ߿ス・スࠢ࡞において企業倫理教育の方法ߪᓼ的論法߿自

覚能力といߞた認知能力の向߇教育効果の主たる߽のߢあߞた(第 2-1-1 㗄ߢ詳細に検討)。ޔߒ߆ߒ

現実のᤨ代の変化に適用さߖるための実践的ߥ要求に応ߓてޔ次の展開を遂ߍている。 

Ԙ認知教育を㊀視ߒた教育(目的：認知能力の向) 

ԙ行動教育を㊀視ߒた教育へ(目的：行動能力の向) 

第 2 節ޔߪ中(2010)と Rossouw(2001)の論文に基ߠいて次の 2 つの課題について検討ߔる。第 1

にޔ記のԘ認知教育とߪ何ޔ߆教育目的と内容について検討ߔる。第 2 にޔԘࠄ߆ԙへと移行ߒた

理由を認知教育というᓥ来の教育方法߇抱えていた限界ࠄ߆検討ߔる。 

 

㧞-㧝．認知教育の目的と教育内容 

認知教育ޟޔߪ経ᷣ活動におけるᓼ的側面について適ಾ್ߥ断をߔるための理論的ߥ知識߿スࠠ

るߖを身につけさ࡞
8
ᓼ的自覚ޔࠅあߢの߽ޠ (Moral awareness 9 ᓼ的理解ޔ( (Moral 

understanding10)ޔᓼ的論法(Moral reasoning11)ޔᓼ的意思定(Moral decision-making12)ޔ

ᓼ的寛容(Moral tolerance13)等の習得߇企業倫理教育の主ߥ目的とߒて㊀点を置く。 

認知教育ߢ教える߽のޔߪ倫理・ᓼの言葉ޔ概念ޔ基準࡞࠺ࡕޔ等ߢある。そߪࠄࠇ学生たち

に知識とߒて伝えࠇࠄるޔ߇通常ߪᓼ的論法(moral reasoning)というฬ称を伴う。そޔߪࠇ教師に

ޔの知識(倫理・ᓼの言葉ࠄࠇたそࠇࠄ教えޔスを߽とにケ߿る実際のᓼ的問題ࠇてឭ示さߞࠃ

概念ޔ基準࡞࠺ࡕޔ等)を使用ޔߒ討論ߔる機会߇彼ࠄにឭ供さࠇることにߥる
14
。ᓼ的に正ߒい基

準とߪ何߆を教える߽のとߒて伝統的࡞ࡕߥ理論(Moral theories)ߢある࡞ࡒのഞ利主義(Mill's 

utilitarian theory)ࠞޔン࠻にࠃる義ോ論(Kant’s deontological theory)等߇教えࠇࠄる。あるいߪそ

る場合߽あるࠇឭ供さ߇手㗅߿自の基準⁛ߥ実用的ࠅࠃの考え方を含めたࠄࠇ
15
。こޔߪࠄࠇᓼ的

್断を行う場合ޔ想定さࠇる以ਅの困難ߥ問題に対ߒ手助けとߥるという
16
。 

Ԙޟ何߇正ߒくޔ何߇間㆑ߞているのޟޠ߆何߇善ޔߢ何߇ᖡߥのޠ߆といߞた何߆ࠄの基準࡞ޔ

 。ある߇るෂ険性ߓ生߇ࠅ断に誤್ޔた場合ߞあߢの߽ߥい主観的ߥていࠇ一般的にᛚ認さ߇࡞

ԙ複雑ߥᓼ的状況におޔࠇ߆困難ߥᓼ的ࠫンࡑに直面ߒた場合ޔቴ観的ߥ基準を持ち合わߖ

ていて߽ޔ当状況に適ಾに当てߪめޔ合理的ߥ解をዉ߈出ߔ術を知ߥࠄいとう߹くいߥ߆い。 

Ԛ組織において個人ߪ自己の್断の正当性を他者に説ߥߒけߥࠄߥ߫ࠇい。ߒ߆ߒその際にޔ自

身の定を擁護ߔる理由߿根を十分に示さߥいとޔ他者を説得さߖることߥ߈ߢߪい。 
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㧔㧞-㧝-㧝㧕認知教育の限界 

㧔㧞-㧝-㧝-㧝㧕．認知教育の効果‐認知教育による成果ࠍ踏߹えて- 

以ਅの実⸽研究2ޔߪ つのᱧผ的事実をᤋߒているといえる。第 1 にޔ米国の多くの研究者たち

た߈てߨという問題意識の߽と積み㊀߆たのߒの程ᐲ変化ߤ߇てฃ講生の態ᐲߞࠃ企業倫理教育に߇

実⸽研究の結果ߢある。第 2 に1980ޔ 年代ࡀࠫࡆス・スࠢ࡞における企業倫理教育߇認知能力の

向に㊀点߇おࠇ߆ていることを裏付ける߽のߢある。 

 

表㧝網 企業倫理教育の効果に関ߔるవ行研究網

研究者 Martin Boyd Arlow and Ulrich Stead and Miller 

発行年代 

標本原本 

(Sample Type) 

1981-1982 

4 年の学部生 

399/400 

1981-1982 

4 年の経営学部生 

261 

1983 

4 年の経営学部生

73/120 

1988 

大学院生 

98 

調査方法 教ቶ(授業) 内 教ቶ(授業) 内 教ቶ(授業) 内 教ቶ(授業) 内 

測定ౕ 
ᓼ的 

シࠝ࠽ 

DIT㧔Defining Issues 

Test㧕 
質問用⚕ 社会的課題事㗄のス࠻ 

分析 

事前/事後 

コス内の 

応答比較 

事前/事後 

コス内 D スコࠕの

比較 

事前/事後 

コス内 

満点スコࠕの比較

事前/事後 

コス内の応答比較 

評価基準 
㧠つのㆬ択 

(ᓼ的~非ᓼ的)
D スコࠕ 個人の倫理スコࠕ

5 つのㆬ択 

(㊀要ߢある~ 

㊀要ߥߪߢい) 

研究焦点 ᓼ的論法 ᓼ的論法 ᓼ的自覚 ᓼ的自覚 

学生の倫理観に 

及߷ߔ影響 
変化ߒߥ 肯定的ߥ影響 肯定的ߥ影響 肯定的ߥ影響 

出所：Weber,J.(1990)̌Measuring the impact of teaching ethics to future managers: A review, 

assessment, and recommendations̍Journal of Business Ethics, Vol.9.p.184. 

 

第 1 にࠖ࠹ࡑޔン(Martin,1981－1982)ޔߪ彼の専門分㊁とߒてޟ倫理学における哲学コスの

授業を 2 学期に渡ߞて実ᣉߒた。1 年間そのコスをฃけた秋学期と春学期の学生のᓼ的論法能力

にߤޔの程ᐲの変化߇生ߓるの߆という問題意識の߽と調査研究߇行わࠇた。コス全体の 400 人の

大学生の中ޔߢ秋学期ޔ春学期においてᓼ的シࠝ࠽ 24 話を 1 セッ࠻(a set of 24 ethical scenarios)

とߒて配ߞた。状況における್断を 4 つの評価基準(ᓼ的ޔおそࠄくᓼ的ޔおそࠄく非ᓼ的ޔ߹
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 。たߞࠄ߽ߢࠎㆬࠄ߆(たく非ᓼ的ߞ

この研究ࠄ߆߆ࠄにߞߥたの1ޔߪ つのセࡔスタと次のセࡔスタとの学生応の比較におい

てߪ著ߒい変化߇見ߞ߆ߥࠇࠄたことߢある。ߒたߞ߇てࠖ࠹ࡑンの研究ߪߢ倫理における 2 つの

哲学コスޔߪ正確にᓼ的シࠝ࠽を評価ߔることޔߕ߈ߢ߇学生のᓼ的್断能力を高めるのに

寄ਈߒていߥいこと߇߆ࠄにߞߥた。 

第 2 にࡏޔイド(Boyd,1981-1982)の実⸽研究߇ある。彼ࠖ࠹ࡑߪンのࡠࡊࠕチとߪ㆑ߞてޟޔ企

業と社会コス｣に企業倫理教育の効果を⸽ࠃߒうとߒた。測定方法ޟޔߪ企業と社会コス｣の最

初と最後に 180 人の経営学部の学生に DIT17
をฃけさߖた。対照比較のためにޔ組織行動論コス

(Organizational Behavior course)等の他の講義をฃ講ߔる 81 人の学生に߽ DIT をฃけさߖた。DIT

という߆るの߹ߪの段㓏に当てߤの発㆐の࡞ࡕ߇をฃけている学生の意識ޠス企業と社会コޟߪ

分析結果を教えてくࠇる。その結果ޟޔ企業と社会コスޠの学生ޔߪ著ߒい差߇見ޔࠇࠄᓼ的論

法能力߇向さࠇた。一方ޟߢ組織行動論コスޠ等をฃける学生にߪ著ߒい変化߇見ߞ߆ߥࠇࠄた。

こࠄࠇの調査結果を通ߒてޟ企業と社会コスޔߪޠ大学生の࡞ࡕの発㆐をଦ進さߖるのに役立つ

こと߇߆ࠄにߞߥた。 

第 3 にޟޔ企業と社会コスޠにおいて企業倫理教育の効果を解ߒたࡠࠕޔウとウ࡞ッࡅ

(Arlow&Ulrich,1983/1985)の実⸽研究߇ある。120 人の経営学部 1 年生を対象とޔߒ質問表を用いて

調査を実ᣉߒた。質問表ߪ学生߇企業倫理に関ߔる課題事㗄について教育をฃける学期初めの㗃とそ

をฃけたࠇ 4 事に就く߇ての学生ߴߔてߒそޔ㗃ࠅ後の学期終わࡩ 4 年後に配ࠇࠄた。比較のた

めにޔ会計ࠞࠠュࡓ内ߢ付加的に会計倫理という教育をฃけていたޔ会計コスの学生に߽同ߓ

質問表߇配ࠇࠄたޟޔ߇企業と社会コスޠを取る学生ࠅࠃ学期初めߪ高いスコࠕを取ߞていた。ߒ

をฃけているޠス企業と社会コޟޔくߥ߇の変化ࠕスコߪスの学生にて会計コߞ終わ߇学期ߒ߆

学生のスコ߇ࠕ高くߞߥた。ߒ߆ߒその変化߽4ޔ 年後に調査をߔるとޔ彼ࠄのスコࠕに著ߒい変化

る学ߔをฃ講ࠇそޔߪޠス企業と社会コޟてߒの調査結果を通ࠄࠇある。こߢたのߞ߆ߥࠇࠄ見߇

生のスコࠕを高めるのに役に立つ4ޔ߇ 年後に学生߇実際ࡀࠫࡆス環境に対面ߔるとߪ߈その効果߇

 。たߒうことを解߹ߒてߞߥくߥ

第 4 にޔス࠹ッドとࡒ(Stead&Miller,1988)߽ޟޔ企業と社会コスޠにおいて企業倫理教育

の効果を⸽ࠃߒうとߒた。ޟ企業と社会ޠという授業をฃけている学部 4 年生と大学院生を対象と

主に社会的課題事㗄のߪスの授業方法た。コߒ 20 㗄目を扱ߞた教᧚を用いて進めޔ学期の初めと

終わࠅにこࠄࠇの課題事㗄の㊀要性について学生に評価ߒて߽ߞࠄた。コスの最初と最後の応を

比較ߒたとこޔࠈ彼ߪࠄその課題事㗄に対ߒて㊀要性を認識ޔߒ社会問題の㊀要性を自覚ߒたという。 

こࠄࠇの実⸽研究の研究成果を߹とめるとޔ以ਅの通ߢࠅある。 

Ԙޟ企業倫理ޠとޟ企業と社会ޠコスにおいて企業倫理教育߇そࠇをฃける学生に対ߒて影響

を及߷ߒている。 
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ԙౕ体的にいうと4ޔ 人の研究者の実⸽研究のうち3ޔ つの研究結果(ࠖ࠹ࡑン以外)においてそ

たߞの向といޠផ論能力ޟとޠᓼ的自覚ޟ߇る考え方の変化ߔをฃけた学生の企業倫理に対ࠇ

側面ࠄ߆効果を示ߒていること߇分ߞ߆た(表 1)。この結果ޔߪ教育をฃけた学生にᓼ的自覚ޔ

ᓼ的論法ޔᓼ的意思定等の習得を目指ߒている認知教育の効果߇あࠄわࠇていることを示ߒ

ている。 

Ԛޔࠄ߇ߥߒ߆ߒ第 2 節ߢ検討ߒた認知教育にߞࠃて得ࠇࠄるᓼ的論法ޔᓼ的自覚ޔ認識の

変化の中ޔᓼ的自覚という認知能力の向ࡠࠕޔߪウとウ࡞ッࡅの調査結果にࠃるとޔ短期

的ߥ効果に留߹ߞているという限界を抱えていた。ߒたߞ߇てޔ認知教育ޔߪ行動に結びつ߈にく

いという問題߇ある。 

 

㧔㧞-㧝-㧝-㧞㧕．認知教育の前ឭの矛盾 

認知教育ޔߪ次の 2 つの前ឭに立つ߽のߛという
18(中,2010)。第 1 にޔ認知能力の向ޔ߇ᓼ

的行動につ߇ߥることߢある(Rossouw,2001,p.418;中,2010,92 ߠ倫理学の理論に基ߪࠇこ。(ࠫࡍ

いて学習ߔることにߞࠃてޔ自立に合理的߆ߢつቴ観的್ߥ断߈ߢ߇るࠃうにߥることߢある。つ߹

ているというߞという前ឭに立ߔࠄᓼ的行動を߽たߪᓼ的್断能力の向ޔࠅ

(Rossouw,2001,p.418)。第 2 ているというߒめ一定のᓼ的意欲を有੍߇企業倫理教育の対象者ޔߪ

前ឭߢある(中,2010,92  。(ࠫࡍ

ある。第߇い場合ߥߒ成立ߪの前ឭࠄࠇこޔࠄ߇ߥߒ߆ߒ 1 の前ឭについて言え߫ޟޔ優ࠇた್断

力を有ߒていると思わࠇる者たち߇ᓼ的ߥ行動をߔる場合߇多くあるޠ(中,2010)。߹たޟޔ

ᓼ的行動を定ߔる要素とߒてᓼ的್断能力ߪ㊀要ߢあるޔ߇そߛࠇけߪߢ十分ߥߪߢいことを

Rest の理論に基ߠいて説ߒているޠ(中,2010ޔRossouw,2001)。Rest の理論ޔߪߢᓼ的್断力

とᓼ的行動の関係ߪわ߽ߥ߆ߕのߥ߆ߒߢくޔᓼ的行動ߪᓼ的್断力以外の要素(ᓼ的感ฃ性ޔ

ᓼ的意欲ޔᓼ的人格)߽全てに作用ߔることにߞࠃて生ߓるという
19
ᓼ的行動の失ޔわちߥߔ。

敗ޔߪ彼のいう各々の 4 構成要素ࡠࡊセスのᰳ㒱にߞࠃて߽たࠄさࠇるということにߥる
20
。 

さࠄにޔ第 2 の前ឭޔߪこうߒた多くの要因を߶とߒ߽ߤࠎくߪ全く考慮ߔることߥくޔ認知教育

その್断ޔて߽ߒ断を್ߥある(中,2010)。合理的にᓼ的ߢているということߞᓼ的意欲を持ߪ

いことにߥࠇ確に示さޔてߒ߇ᓼ的意欲ޔࠄたߒとߛた߽のࠇ行わࠇ支配さࠄ߆要因ߥ様々ߪ

るߥ
21
。ᓼ的意欲に影響をਈえる要因とߒてޔ中ޟߪᓼ的強ᐲ(直面ߔるᓼ的問題の他者に対

ているߍを挙ޠ(資質߿個人の性格)個人的要因ޔ状況的要因ޔ(る結果の㊀大さ等ߔ
22
。 

記の認知教育の第 第ޔ1 2 の諸前ឭの矛盾ޔߪ企業倫理教育ߪ認知能力の向ߛけߥߪߢくޔ個

人の感情的ޔ意ᔒ的ޔ精的ߥ側面ߢあるᓼ的意欲ޔᓼ的人格の発㆐߽目指ߛ߈ߴߔという主張

立つという(中,2010)23ࠅ成߇
。 
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㧞-㧞．企業倫理教育にߌ߅る行動教育の潮流 

認知教育の効果にޔߪ短期的ߢ行動に結びつ߈にくいという問題߇あޔࠅ認知教育の前ឭの矛盾に

・スࡀࠫࡆ米国のޔることを求めた。そのためにࠇࠄ効果的に得߇認知能力と行動能力ߪ大学ޔてߞࠃ

スࠢ࡞においてޔߪᓥ来通ࠅの認知能力の向を目的とߔる認知教育ߛけߥߪߢくޔ行動能力を向

ߔるためのᓼ的意欲ޔ߿ᓼ的人格の発㆐を目的とߒた行動教育に߽㊀点をおく必要߇あߞた。

教育方法ߥ教育内容以にౕ体的ޔ意味を持つためߥ㊀要߇経験ޔてߒ習得方法とߪ行動教育ޔおߥ

ていたࠇ必要とさ߇
24
行動教育の方法の実⸽研ޔてߒ結果とޔߪ企業倫理教育の方法ޔてߞ߇たߒ。

究を積みߍた。そߒてその方法と成果ߪ企業倫理教育に有意義に組み込߹ࠇた。以ਅޔߪߢに触

以ਅのޔつつ߈けに焦点を置ߠた企業倫理教育の方法の置߈てࠇ 2 つの課題について検討ߔる。 

第 1 にޔ行動教育の教育目的と内容について検討ߔる。 

第 2 にޔ積みࠇࠄߍて߈た行動教育の方法の中ޔߢ効果的ߥ教育方法についての実⸽研究を検討

 。るߔ

 

㧔㧞-㧞-㧝㧕．行動教育の目的と教育内容 

行動教育ߪ実際のࡀࠫࡆス状況において彼߇ࠄᓼ的に行動ߔるための能力を向さߖる߽のߢあ

ᓼ的感ฃ性ޔてߒ行動教育を通ߪる研究者ߔを主張ࠄࠇこޔࠅ
25
ᓼ的勇気ޔ

26
ࡀࠫࡑイ・࡞ࡕޔ

ション
27
を含能力向に㊀点を置く傾向߇ある。 

認知教育の場合ޔߪ前節ߢ概観ߒて߈たࠃうにޔ主とߒて理論的知識߇伝㆐さޔࠇその知識を使用

ߢの߽ߥ精的ޔ意思的ޔ感情的ߪ行動教育のᔒ向対象ޔߒ߆ߒ。るࠇឭ供さ߇る練習(経験)機会ߔ

ある߇故にޔ目的の有効性を高めࠃうとޔ߫ࠇߔその内容ߪ示的߽ߥのの教育というߛけߥߪߢくޔ

そࠇ以に学習ߔる学生߇深く感ޔߓ共感性を高めޔ内省ޔߒ自覚をଦޔߒ自ࠄを啓発ߔる習慣ߠけ

の助けとߥるೝ激߿方法を含学習経験の場ޔ機会をឭ供ߔる߽のߥߢけߥࠄߥ߫ࠇいという
28
。特

にޔᓼ的人格ߪᔋ耐力ޔ不屈の精ޔ勇気といߞた࡞ࡕにߞࠃて構築さࠇる߽のߢあるޔࠄ߆そ

ࠇࠄ求め߇ることߔて習得ߞࠃ学習経験にࠄ自ޔくߥߪߢ身につく߽のࠇ教育さߪるにߔを育成ࠄࠇ

るとߒた
29
。 

 

㧔㧞-㧞-㧞㧕．効果的ߥ行動教育のたの教育方法

ア0

 

行動能力を向ߔることを目的とߔる行動教育のౕ体的ߥ方法とߒて多くの研究者ޟޔߪᓼ的勇

気ޠを啓発ߔることを示ߒた(中,2010)。実際ࡃࡂド･ࡀࠫࡆス･ス߽ࠢߢ࡞企業倫理教育のた

めにޟޔᓼ的勇気ޠの要素の必要性を以ਅのࠃうに強調ߒている
31
ᓼ的体ߪくߒᓼ哲学߽ޟ。

系の理論を教えることにࠃるᓼ的考察ߛけߥߢくޔそࠇ以にޡޔᓼ的勇気
32
ߔの形成をଦ進ޢ

るࠞࠠュࡓの開発߇求めࠇࠄる
33
 。たߒとޠ

このࠃうߥ行動教育の課題についてࠢスチャンセンࠄ(Christensen etal.,2007)ޔߪᓼ的人格の
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中に構成さࠇているޟᓼ的勇気ޠという߽のを啓発ߔるためにޔそࠇを定さߖるᓼ的ࡕチࡌ

ション߇何߆を解ޔߒᓼ的勇気を啓発߈ߢる教育方法を示ߒた。彼ࠄの研究ߪߢ効果的߽ߥのߛ

と考えࠇࠄるいくつ߆のࡕチࡌションとߥる߽のを取ࠅޔߍそࠇを事前࠹ス࠻と事後࠹ス࠻を行

ߥᓼ的ޔ熟考(reflection)ޔ激励(exhortation)ޔた㗄目(伝統ࠇࠄߍࠅ取ޔた。その結果ߒ⸽て検ߞ

事例(moral exemplar)の中ޟޔߢᓼ的勇気ޠを啓発ߔる最߽定的ߥ要素ޔߪ熟考とᓼ的ߥ事例

を用いる教育方法ߢあること߇߆ࠄにߞߥた。 

 

Υ．行動教育の効果的ߥ方法とߒてᓼ的ߥ例ࠍ用いる教育方法の有効性の検討と今ᓟ

の課題 

ᓼ的ߥ事例を用いる教育方法ޔߪ現在大学ࡀࠫࡆ߿ス・スࠢ࡞において߶߷全ての科目に使用

さࠇている
34
て教師と学生ߒ事例を通ߥ様々ޔてߒの企業倫理教育において߽柱とࠞࡔࠕޔおߥ。

の間ߢ熱心ߥ討論の素᧚に利用さࠇている
35
。 

その教育方法の意味をޔߒけをߠ事例を用いる教育方法の定義ߥԘᓼ的ߕ߹ߪ本節ޔてߞ߇たߒ

確認ߔる。そߒてԙᓼ的ߥ事例を用いる教育方法の有用性を実⸽研究に基ߠいて検討ޔߒその方法

いて検討ߠを理論研究に基߆るのࠇࠄ得߇効果ߥうࠃのߤてߞࠃることにࠇࠄ企業倫理教育に用い߇

 るߔるための後の課題について検討ߖに向さࠄる。Ԛ行動教育の効果をさߔ

 

㧟-㧝．ᓼ的ߥ例ࠍ用いる教育方法の定義 

ᓼ的ߥ事例を用いる教育方法についての言葉ߪその意味を把握ߔるのにޔ非常にあい߹いߢある

ためޔ本Ⓜޔߪߢその言葉の意味を定義ߠけてお߈たい。ᓼ的ߥ事例を用いる教育方法を本Ⓜޔߪߢ

ケス・ࡔソッドという言葉の意味を想定ߒて進めている。 

ケス・ࡔソッドを本Ⓜޟߪ実際に起こߞたౕ体的ߥ出来事を⺒ޔߢࠎそࠇに関ߔるࠣࡊ࡞討論

をߔる中ޔࠄ߆自分ࠅߥの意思定߿その理由付けを考えޔ参加者各人の中にᓼ的ߥ思考回路を定

着さߖるための࠾࠻ンࠣ方法ߢある
36
事例を用いる教育方法ߥᓼ的ޔてߒける。そߠと定義ޠ

 。いるߢࠎ以ਅの意味を含ޔࠅߥ異߇意味ߪスと用いるケߢ認知教育ޔߪ(スケ)ている事例ߒ指ߢ

を知ること߆߈ߴߔに考え行動߆いࠈߒޔ߽ࠅࠃている߽のを知ることࠇその事例の中に隠さޟ

環境のߥ߆不確ߢ複雑ޔߒ相対的にૐਅߪる役割ߔ理論を一般化ޔ故に߇ࠇている。そࠇ㊀要視さ߇

ਅߢ考え行動ߔるスࠠ߇࡞㊀要視さࠇることにߥる
37
 。ޠ

 

㧟-㧞．ᓼ的ߥ例ࠍ用いる教育方法の効果的ߥ側面Ԙ-実⸽研究 

MBA MBAޡ著࠻ࠢࠚࠫࡠࡊ・ションュエࡃ ࠻ンケࠕ以ਅのޔߪߢޢ߆本当に役に立つのߪ

調査を通ޔߒᓼ的ߥ事例を用いる教育方法にࠃる学生への正の影響について示ߒている。 

77㧑ޔߒという質問に対ޠ?߆たߞあߢ有効߇ࠇߤる要素のうちߔឭ供ߢ࡞ス・スࠢࡀࠫࡆޟ
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の人ޟ߇ケス・ࡔソッドと࠺イスࠞッションޠと回答ߒておޟޔࠅ講義ࡊ࡞ࠣޟޔޠ・スタ࠺

 。いた⛯߇という㗄目ޠのೝ激ࠄ߆࠻ࡔスࠢޟޔޠࠖ

 

࿑㧝：網 ឭ供ߔる要素の有効ᐲ㧔現役学生口ත業生㧕網 網 網 網 網 網

星න：㧑映網

網

網

網

網

網

網

網

網

網

網

網

網

網

網

出所：MBA MBAޡ(2003)࠻ࠢࠚࠫࡠࡊ・ションュエࡃ 東洋経ᷣ新ޢ߆本当に役に立つのߪ

報社133ޔ  。ࠫࡍ

 

このࠃうߥ要素(ケス・ࡔソッドと࠺イスࠞッションޔ講義ࡊ࡞ࠣޔ・スタࠢޔࠖ࠺スࡔ

という答ߔ出ࠅを創ュࡃߥ特⁛ޔࠅにおいて教育空間を作࡞ス・スࠢࡀࠫࡆ߇(のೝ激ࠄ߆࠻

え߇多ߞ߆た。さࠄにࡀࠫࡆޔス世界にల分通用ߔる多様ߥスࠠ߿࡞能力をਈえること߈ߢ߇ると

いう。特にޟޔケス・ࡔソッドと࠺イスࠞッションࠄ߆ޠ習得ߔる体験という߽のޟޔߪ実体験ޠ

 。多いという߇る利点ࠃにࠇそޔ߇あるߪߢޠ類似体験ޟいߥߪߢ

たとえԘ困難に直面ߒた企業を立て直ߔ CEO の役を 20 回߽ 30 回߽演ߓることߢその役割をこ

イࡈࠄ߆ていることの多い教授ߒンࠣを担当ࠖ࠹࡞企業のコンサޔԙ実際ޔ߿多いこと߇数ߔߥ

ドࡃッࠢを得ることޔԚ色々ߥ分㊁ߢ職ോ経験を持つ学生とのインタࠢションࠄ߆得る߽のޔߪ

නߥるޟ類似体験ޠの域を超える߽のߢある。ԛ場合にߞࠃてޔߪ会社の方ࠄ߆一定の料金を支払

いޔ現実に抱える問題の解を依頼ߔるᤨ߽あると答えた。 

学生ߪ数ฬのチࡓを組ޔߢࠎ教授の指ዉの߽とޔその課題に取ࠅ組。こߪࠄࠇ一部のࡀࠫࡆ
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ス・スࠢ࡞に限ࠇࠄる面߽ߢあるࡀࠫࡆޔ߇ス・スࠢ࡞のޟ体験学習ޠのᨒを広ߍる意味߽あ

る。߽ちޔࠎࠈ実体験ߢ得ࠇࠄるߥࠇߒ߽߆い⽿任感߿真剣勝⽶ߢの強さといߞた߽のߪ身につ߆

たᤨの引ߒ問題に直面ޔ実際ޔߪた知識ࠇて体験さߒソッドを通ࡔ・スケޔ߇いߥࠇߒ߽߆いߥ

あるߢ役立つ߽のߕ必ߢの多さという形ߒ出߈
38
。 

 

㧟-㧟．ᓼ的ߥ例ࠍ用いる教育方法߇企業倫理教育に߽たߔࠄ効果的ߥ側面ԙ-理論的根拠 

ᓼ的ߥ事例を用いる教育方法の成果について梅津㧔2007㧕ޟޔߪ通常のᐳ学とߪ異ߞߥてޔฃ動

学習ߪߢ習得ߥ߈ߢ߇い倫理್断についての主体的・自主的್ߥ断能力の開発߈ߢ߇る点にあるޠと

倫理能力を訓練ߥ個人と組織のහ応的ޟޔߪ事例を用いる教育方法ߥたᓼ的ߒこうޔ߽߆ߒ。たߒ

ߞ߇たߒ。ޠる߈ߢ߇ることߔションの活性化と組織を醸成ケ࠾ュࡒコߥ組織的ޔࠅあߢる方法ߔ

てޟޔ企業不祥事の未然防ᱛ߿企業経営その߽のの活性化と革新に結びつくこと߈ߢ߇る
39
 。というޠ

中谷(2008)ޟޔߪᓼ的ߥ事例を用いる教育方法ࡀࠫࡆޔߪスにᓥ事ߔるᓼ的ߥ行動をଦߔ教育

方法ߢある。企業倫理に関ߔる知識の習得と同ᤨにࡀࠫࡆޔスにおいて直面ߔるᓼ的ࠫߥンࡑを

ฃ講者߇主体的に分析ޔߒ意思定ߔること߇求めࠇࠄること߽あޔࠅᓼ的に考える実ോ家の養成

に有効߽ߥのߢあるޠとߒた
40
。 

 

㧟-㧠．今ᓟの課題 

企業倫理教育における行動教育の効果をさࠄに向さߖるためにޔߪ以ਅの視点について研究ߔる

必要߇ある。 

企業倫理教育を行うޔࠅࠃい教員ߥ経験の少߇多い教員߇経験ޔߪド(McDonald,2004)࡞࠽ドࠢࡑ

ことにࠃる倫理成果߇確実に高い実⸽研究の結果を示ߒた
41
企業倫理教育の成果を高ޔてߞ߇たߒ。

めるにߪ学生を教える教員の条件߇確化さޔࠇ企業倫理教育に対ߔるߥ߆ࠄᛛ術と知識を持ߞて

いる߆という企業倫理教育を教える教員の資質についてさࠄに検討ߔる必要߇ある。 

 

 にࠅわ߅

本研究ߪ米国の大学における企業倫理教育߇有効ߢある観点に立ちޔᱧผ的変ㆫࠄ߆企業倫理教育

の効果を示ޔߒ後の課題について検討ߒた。 

本研究ߢ߆ࠄにߒた߽のߪ以ਅの 3 点に߹とめること߈ߢ߇る。 

Ԙ米国の大学において企業倫理教育ߪいߥ߆る目標を目指ߒて実践さޔࠇ効果を果たߒて߈たの߆

について検討ߒた。 

ԙ行動教育のౕ体的ߥ教育方法と現在の大学におけるその方法(事例を用いる教育方法)の有効性を

検討ߒた。  

Ԛ行動教育の効果をさࠄに向さߖるための企業倫理教育における後の課題について検討ߒた。  
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Ԙࠄ߆Ԛ߹ߢを検討ߒた結果ޔ以ਅの成果߇得ࠇࠄた。ߥߔわちޔ米国における企業倫理教育の方

法ߪ実現可能ߥ教育を目指ߒてޔ認知教育ࠄ߆行動教育へとࡠࡊࠕチへの変化߇見ࠇࠄておޔࠅ教

育の目標߽適ಾ್ߥ断をߔるための理論的ߥ知識߿スࠠ࡞を教えޔᓼ的್断߈ߢ߇るࠃうにߔるこ

とߛけߥߪߢくࡀࠫࡆޔス状況において学生߇ᓼ的に行動ߔるための能力の向を㊀視ߒている。 

行動教育への㊀視にޔࠅࠃその方法のための実⸽研究߇積みࠇࠄߍて߈たޔ߇その中߽ߢ特に有

効ߥ方法とߒて事例を用いる教育方法ޔߪᓼ的行動をଦߔ方法とߒて多くの大学に用いࠇࠄている。

に以ਅの点につࠄさޔくߥߪߢ十分ߪߢけߛて事例を用いた教育ߒ方法とߥ行動教育の有効ޔߒ߆ߒ

いて検討ߔる必要߇ある。そޔߪࠇ教える教員の質についてさࠄに検討ߥߒけߥࠄߥ߫ࠇい。という

のࠢࡑޔߪド࡞࠽ド(McDonald,2004)のవ行研究ࠄ߆߆ࠄにߒたࠃうにޔ経験߇多い教員߇経験の

少ߥい教員ޔࠅࠃ企業倫理教育を行うことにࠃる倫理成果߇確実に高い実⸽研究の結果を示ߒている。

ޔて߽ߒとߛた߽のߒ現実をᤋ߇て事例を用いる教育方法ߒ方法とߥ行動教育の効果的ޔてߞ߇たߒ

その方法߇大学ߢᢛえているߛけߪߢ不十分ޔߢさࠄにそࠇを教える教員の現実経験߇要求さࠇるߴ

 。ある߇る必要ߔに検討ࠄ後その点についてさޔてߞ߇たߒ。あるߢ߈

そߒてޔ本Ⓜߪ以ਅの点について߽限界߇見ࠇࠄているためޔその点について߽後さࠄに検討ߔ

る必要߇ある。Ԙ大学とࡀࠫࡆス・スࠢ࡞における企業倫理教育のࡠࡊࠕチを分けて考える必要

の大学ޠ米国の大学における企業倫理教育の方法の変ㆫと後の課題ޟあるߢࡑ࠹ある。本Ⓜの߇

の概念の中にޔߪ大学を含めࡀࠫࡆス・スࠢ࡞における企業倫理教育の方法߽一緒に捉えてޔその

変ㆫを説ߒている。ޔߒ߆ߒ大学とࡀࠫࡆス・スࠢߪ࡞教育目標߿教えるࡠࡊࠕチ߇異ߞߥて

いると考えࠇࠄるのޔߢその点を分けて検討ߔる必要߇ある。ԙ行動教育の有効ߥ方法とߒて事例を

用いた教育ޟ߇実践的ߥ面ߢ役立つޠことを解ߒているޔ߇実践的にߤのࠃうߥ面ߢ役に立ߞてい

る߆について後詳細に検討ߔる必要߇ある。  

 

注 

1 中瑞穂(1998)ޟ企業倫理と日本企業ޡޠ大商學論ฌޢ第 80 巻第 3 ภ2ޔ ޔ治大学商学研究所169ޔ ࡍ

 。ࠫ
2 こࠄࠇコスߢ取ࠅࠇࠄߍている主要ࡇ࠻ッࠢޔߪ企業の社会的⽿任・㓹用差別・府規制・消⾌者ㆇ動・広

告・環境倫理・企業倫理・経ᷣ正義ߢある。企業倫理教育を行ߞている米国のࡀࠫࡆス・スࠢ࡞を対象とߒた調

査ޔߪ他に߽以ਅの研究調査߇ある。ࡍインにࠃる 202 校のࡀࠫࡆス・スࠢ࡞に対ߔる調査ߪߢ(回答率 ޔ(46%

学部࡞ࡌのス߽ࠢ࡞含め 4 分の 3 経営ޟޠ企業法ޟޠ企業と社会ޟくߥߢけߛスたコߞといޠ企業倫理ޟ߇

策ޠ等を通ߒて企業倫理教育を行ߞていた。ޔߒ߆ߒ⁛立ߒたޟ企業倫理ޠのコスを߽ߞているのޔߪそのうち

20%のみߢあߞた。߹たޔ中瑞穂ࠕޔߪンドュの記述に1980ޔࠄ߇ߥࠅࠃ 年代半߫にߪ米国の大学ߢ 500

を越ޟߔ企業倫理ޠのコス߇開設さࠇてお50ޔࠅ%を超えるࡀࠫࡆス・スࠢ࡞㧔学部おࠃびୃ士㧕ߢ何ࠄ߆ࠄ

の意味ߢ企業倫理教育߇行わࠇていると指摘ߒている(角㊁信ᄦ(2000)21ޟ 世紀における企業倫理の課題‐社会の

中の企業‐ޠ鈴木辰治・角㊁信ᄦ✬ޡ企業倫理の経営学ࠔࡧ࡞ࡀࡒޢ書ᚱ232ޔ  。(ࠫࡍ
た大ߒቭ僚制化߿戦ࡓ࠽࠻ࡌ߇学生ޔߢスࡄる数多くのࠠャンߔめとߓߪ校をࠢࡃ大学ࠕ࠾࡞ࠜࡈࠞ 3

学ㆇ営ޔあるいߪ疎外的ߥ大学生活に対ߒて激烈࠹ࡠࡊߥス࠻を表ߔる1960ޔߤߥ 年代ࠄ߆ 70 年代に߆けてޔ

ていた。この激動のᤨ代に⛯くߞ混乱に㒱ߥ߈大ޔߪの多くの大学ࠞࡔࠕ 1980 年代ࠄ߆ 90 年代ޔߪ大学を取

ߥ様々ޔߒに突入ޠ改革のᤨ代ޟޔߪの教育界ࠞࡔࠕとと߽に高等教育を含ࠇそޔߒく変化߈巻く環境߽大ࠅ
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改革案߇議論さޔࠇ߹た個々の現場において意欲的ߥ確信の動߇߈実践さࠇた(有木章(2003)ޡ大学のࠞࠠュ

223～222ޔ玉Ꮉ大学出 部ޢ改革ࡓ  。(ࠫࡍ
 る。AACSB(Theࠇࠄ見߇の質の改善ࡓュࠠにおいて企業倫理教育のためにࠞ࡞ス・スࠢࡀࠫࡆ 4

Association to Advance Collegiate Schools of Business:以ਅ AACSB)2003ޔߪ 年におけるࡀࠫࡆス・スࠢ࡞

のスタン࠳ドとߒて新たߥ学習方法を求めޔその実践状況を評価ߒた。評価の結果138ޔ 校のࡀࠫࡆス・ス

138ޔることに挑みߔの質を改善ࡓュࠠ企業倫理教育のためにࠞ߇࡞ࠢ 校ߪ AACSB たスタンߒ認定߇

 。ある(表㧝)ߢࠅ以ਅの通ޔߪていた。その実践状況ߞ߹ߪドに当て࠳

表㧝網 評価ࠄ߆生ߓている改善の動߈

枡

網

結果 n % 

 における専攻科目のୃ正 96 69.6ࡓュࠠࠞ

学習目標のୃ正 76 55.1 

授業の教育方法߹たߪスタイ࡞のୃ正 58 42.0 

 近い調ᢛ 53 38.4ࠅࠃチセࠢション(multisection)科目の࡞ࡑ

 における専攻科目のୃ正 32 23.2ࡓュࠠࠞ

 ることへのୃ正 22 15.9ߔソッド (methods)を評価ࡔ

他 21 15.2 

出所：Pringle,C.,&Michel,M.(2007)“Assessment Practices in AACSB-Accredited Business Schools” Journal of 

Education for Business, Vol.82,p.205. 

網 ߹たޔ新たߥ学習方法をଦߔ動߈とߒてࡀࠫࡆス・スࠢ࡞の߶とߪߤࠎ 1,000 ド࡞以の੍算を投資ߒている

こと߇分ߞ߆た。 

表㧞網 学習方法の改善のための⽷的ߥサ࠻ࡐ㗵網

⽷的ߥサ࠻ࡐ㗵 n % 

1,000  い 6 13.0ߥ少ࠅࠃ

1,000 ド2,500～࡞ ド4.3 2 ࡞ 

2,501 ド5,000～࡞ ド17.4 5 ࡞ 

5,001 ド7,500～࡞ ド6.5 3 ࡞ 

7,501 ド10,000～࡞ ド13.0 6 ࡞ 

10,000 ド15,000～࡞ ド17.4 8 ࡞ 

15,000 ド࡞以 13 28.3 

出所：Kelly,C.,Tong,P.,&Choi,B.J.(2010)̌A Review of Assessment of Student Learning Programs at AACSB 

Schools: A Dean’s Perspective̍, Journal of Education for Business, Vol.85,p.302. 
5 McDonald,G.M.,& Donleavy,G.D.(1995)̌ Objections to the Teaching of Business Ethics ,̍ Journal of Business 

Ethics, Vol.14,No.10,pp.842-846. 
6 宮坂純一(1998)ࡀࠫࡆޟス倫理ߪ教えࠇࠄるの࡞ࡕ－߆意識の高឴に向けてޡޠ産業と経ᷣޢ第 13 巻第 2 ภޔ

10 ޔᄹ良産業大学7ޔ  。ࠫࡍ
7 Weiss,J.W.(1994) Business Ethics: A Managerial, Stakeholder Approach,網 Wadsworth.p.20. 

8 Rossouw,G.J.(2001)“Three Approaches to Teaching Business Ethics”, Teaching Business 

Ethics,Vol.6,No.4,p.412. 
9 ᓼ的自覚ޔߪ企業におけるᓼ的次元(ethical dimensions)の自覚能力(developing an awareness)を開発さߖ

ることߢある。この能力の向ޔߪ企業߇経ᷣ活動を行うߢの࡞ࡕ⽿任を理解ߔるのに助けとߥるとと߽にޔ

そのᤨに直面ߔるࠃうࠫߥン߿ࡑᓼ的課題事㗄について自覚ߔることを߈ߢるࠃうにߔる(Ibid.,p.412.)。 
10 ᓼ的理解ޔߪ企業におけるᓼ的問題を扱うための知識ౕの取得を目指ߔのߢある。知識ౕޔߪ理論߿

企業におけるᓼ的次元(ethical dimensions)についてޔࠅておߒ概念という߽のを指ޔ࡞࠺ࡕ߿ࠢワࡓࡈ

 。る(Ibid.,p.412.)ߔうにࠃ能力を身につくߥうࠃるߖ話ࠅ߈ߞߪ
11 ᓼ的論法ޔߪᓼ的ࠫߥンࡑに直面ߔるケス߿状況を仮定ޔߒ難ߒい断をਅさߥけߥࠄߥ߫ࠇい際ޔ

ᓼ的規準というࠫࡠッࠢを使用ߒてࠫޔンࡑに対ߔるㆬ択を行うࡠࡊセスを指ߔ(Ibid.,p.412.)。 
12 ᓼ的意思定ޔߪᓼ的次元(ethical dimensions)ߢの問題ࡠࡊ߿セスを理解ߒてޔ意思定を行う過程࠹߿

 。(.Ibid.,p.413)ߔることを指ߔうにࠃる߈ߢ߇ᓼ的意思定ޔッࠢを身につけ࠾ࠢ
13 ᓼ的寛容ޔߪ自分߇持ߞている認識とߪ異ߥるᓼ的に曖ᤒߥ問題߿ᓼ的認識を鍛えるための能力を身に
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つけさߖる。こޔߪࠄࠇ実際と類似ߒた葛藤を解ߔるための能力߇身につけࠇࠄる(Rossouw,G.J.(2001)“Three 

Approaches to Teaching Business Ethics”, Teaching Business Ethics,Vol.6,No.4,p.413.)。 
14 Ibid.,pp.426-427. 
15 中秋生(2010)ޟ組織におけるᓼ的行動の実現－経営倫理教育の目的・内容を中心とߒてޡޠ千葉商大論ฌޢ

第 47 巻第 2 ภ3ޔ ޔ千葉商科大学国府บ学会91ޔ  。ࠫࡍ
16 同書90ޔ  。ࠫࡍ
17 D スコߪࠕᓼ的ࠫンࡑに対್ߒ断をਅߔ際にその್断についてのンࠢ付けを行う。こޔߪࠇᓼ的್断を

あるߢるための措置ߔ分析ޔߒを評価ࠄた彼ߒ

<http://assessment.aas.duke.edu/documents/DefiningIssuesTestDescription.pdf#search='defining issues 

test'>(2011/11/08  。(セスࠢࠕ
18
中秋生(2010)ޟ組織におけるᓼ的行動の実現－経営倫理教育の目的・内容を中心とߒてޡޠ千葉商大論ฌޢ

第 47 巻第 2 ภ3ޔ ޔ千葉商科大学国府บ学会92ޔ  。ࠫࡍ
19 

表 3網 ᓼ的行動を定ߠける 4 つの心理的要素 

 

 

 

 

 

 

出所：Rest,J.R.(1994)Moral Development in the Professions : Psychology and Applied Ethics, Lawrence 

Erlbaum Associates.p.23. 

 Rest にࠃるԘ～ԛの言葉の定義ޔߪ以ਅの通ߢࠅある。 

Ԙᓼ的感ฃ性(当状況の解釈)：߹ޔߕᓼ的に行動ߥߒい人を想像ޔߒその人の行動߇他人にߤのࠃうߥ影

響を及߷ߔの߆という観点ࠄ߆当状況を考える。そߪࠇ当状況に対ߒ感情移入をޔߒ可能ߥシࠝ࠽を組み立

てޔ実際の事象の原因結果のつࠅ߇ߥを把握ߔる。ߥおޔその役を演ߓるスࠠ࡞能力߽含ߢࠎいる。 

ԙᓼ的್断(その行動案߇ᓼ的߽ߥの߆・否߆)：ᓼ的್断߇ᓼ的行動にい߆に影響を及߷߆ߔを考慮ޔߒ

実行可能ߥ行動案ࠄ߆適ಾ߽ߥのをㆬぶ。 

Ԛᓼ的ࡕチࡌション(他の価値ࠅࠃᓼ的価値を優వ視ߔる)：様々ߥ価値の中ࠄ߆ᓼ的価値を㊀視ޔߒ実

現ࠃߒうとߔる行動案をㆬ択ߔる。 

ԛᓼ的人格:ᓼ的人格を備えるための要素ޔߪ以ਅの߽のを含ߢࠎいる。そޔߪࠇ勇気を持つ(Having 

courage)ޔ粘ࠅ強さ(persisting)ޔ⧰ᖠを克服ߔる(overcoming 

distractions)ޔ実行スࠠ࡞(implementing skills)ߢある。この要素߇㊀要ߥのޔߪ人߇力に抱えていたとߔると

ࠇさࠄて߽たߞࠃ構成要素のᰳ㒱にޔߪࠇそޔくߒ難ߪᓼ的行動への実現ޔ߫ࠇけߥ備えてい߇ᓼ的人格ޔ߈

る結果ߢあることに㆑いߥい(Ibid.,pp.23-24.)。 
20 ᓼ的行動への実現߇失敗ߔる理由ޔߪԘ~ԛの構成要素のᰳ㒱のため生ߓるのߢある 。ߥߔわち4ޔ つの心理

的要素ߪᓼ的行動を実現さߖる定要素ߢある。そߒてޔこの 4 つの心理的要素を捉える際ޔ注意を払う߽のߪ

以ਅの通ߢࠅある(Ibid.,pp.24-25.)。 

γ)実際4ޔ つの心理的要素ߪ相影響ߒ合ߞている。 

δ)߹たޔԘࠄ߆ԙޔԙࠄ߆ԚޔԚࠄ߆ԛという㗅序を示߽ߔのߪߢくޔその㗅序変化ߒたߔ߽ࠅる。 

ε)4 つの心理的要素ޔߪᓼ的行ὑを߽たߔࠄのに必要とさࠇるࡠࡊセスを論理的に分析ߒた߽のߢある。 
21 中秋生(2010)ޟ組織におけるᓼ的行動の実現－経営倫理教育の目的・内容を中心とߒてޡޠ千葉商大論ฌޢ

第 47 巻第 2 ภ3ޔ ޔ千葉商科大学国府บ学会92ޔ  。ࠫࡍ
22 同書93ޔ  。ࠫࡍ
23 同書93ޔ  。ࠫࡍ
24 同書95ޔ  。ࠫࡍ
25 ᓼ的感ฃ性ޔߪ企業行動にߞࠃてߥࠎߤ影響を及߷ߔのޔ߆そࠇに対ߔる注意を払う能力のことを指ߔ。こ

ߞࠃ企業行動にޔߪ役割ߥる。ᓼ的感ฃ性の中心的ࠇࠄ求め߇ることߔる影響力を最初限にࠃその行動にޔߪࠇ

て影響をฃける߽の߇自分自身ߛと仮定ߔる能力߽ߢある(Rossouw,G.J.(2001)“Three Approaches to Teaching 

Business Ethics”, Teaching Business Ethics,Vol.6,No.4,p.413.)。 
26 ᓼ的勇気ޔߪᓼ的行動にᰳߥߖ߆い要素とߒてޔ企業行動の倫理観の向をめߠける߽のߢある。自分
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自身߇困難್ߥ断を行わߥけߥࠄߥ߫ࠇい際ޔあるいߪ不定ߥ状況に㒱る場合ޔᓼ的確信に基ߠいた行動ߢ߇

 。る(Ibid.,p.414.)ߥ助けとߪᓼ的勇気ޔうࠃる߈
あޔߒ的に職別ࠫࡔ可能性をイߥ߹ߑ߹るためにさߔ行動ߢある状況の߽とޔߪションࡀࠫࡑイ・࡞ࡕ 27

る行動ࠄ߆生ߓるߢあࠈうと੍想さࠇる役立つこと߿不都合ߥことを心にឬく能力ޠを意味ߔる(宮坂純一著

8ޔᤩ洋書ᚱޢての現代企業ߒᓼ的主体と-߆るのࠇ返さࠅ繰߇企業不祥事ޔ何故に-ޡ(2009)  。(ࠫࡍ
28 中秋生(2010)ޟ組織におけるᓼ的行動の実現－経営倫理教育の目的・内容を中心とߒてޡޠ千葉商大論ฌޢ

第 47 巻第 2 ภ3ޔ ޔ千葉商科大学国府บ学会95ޔ  。ࠫࡍ
29 同書94ޔ  。ࠫࡍ
30 本Ⓜޟޔߪߢᓼ的勇気ޠを開発さߖるための企業倫理教育の効果的ߥ方法とߒてࠢスチャンセン߇ࠄឭ示ߒ

たケスを用いた授業方法についてౕ体的に検討ߔる߽ののޔ以ਅの手法߽その当ᤨの効果的ߥ方法とߒてあߞた

ことを指摘ߒてお߈たい。 

Ԙ視聴覚資料(Audio-visual Materials)を用いること(Hosmer,L.T.,&Steneck,N.H.(1989)̌Teaching Business 

Ethics : The Use of Films and Videota̍, Journal of Business Ethics, Vol.8,No.12.)。 

ԙ実際に状況をᤋߒたޔ新聞記事を用いること(Schaupp,D.,&Lane,M.S.(1992)̌Teaching Business Ethics : 

Bringing Reality to the Classroom̍, Journal of Business Ethics, Vol.11,No.3.)。 

その他に߽宮坂(2009)の論文ޟߪߢ革新的ߥ教育手段ޠとߒて米国ߢ取ࠅࠇࠄߍた方法ߢあるޔԘ個人の伝記

を統合的に検討ߔることޔԙࡊ・࡞ࡠイインࠣ・࠾ࠢ࠹ッࠢの利用を紹ߒている(宮坂純一(1998)ࡀࠫࡆޟ

ス倫理ߪ教えࠇࠄるの࡞ࡕ－߆意識の高឴に向けてޡޠ産業と経ᷣޢ第 13 巻第 2 ภ10ޔ ޔᄹ良産業大学14ޔ

 。(ࠫࡍ
31 Piper,T.R.,Gentile,M.C.,&Parks,S.D.(1993)CAN ETHICS BE TAUGHT? Harvard Business School 

PRESS.p.49.(小俊治・山ญ善昭⸶(1995)ޡMBA におけるࠞࠠュࡃࡂ：ࡓドߢ教える企業倫理ޢ生産性

出 92ޔ  。(ࠫࡍ
32 善ߥることを知るߛけߥߪߢくޔそࠇを実行ߔる能力のことを指ߔ Ibid., p.49.(同書,92  。(ࠫࡍ
33 Ibid., p.49.(同書,93  。(ࠫࡍ
著網࡞ࠚ࠷ン・ウイッࠥࡕ 34 山本洋 内↰由㉿子⸶(2001)ޡMBA 式勉強法－ࡀࠫࡆススࠢ࡞の授業の徹底

解剖ޢ東洋経ᷣ新報社76ޔ  。ࠫࡍ

網 大学におけるケス・ࡔソッドのᶐㅘᐲޔߪศ↰(2000)にࠃる米国経営学会会員 5,400 目を対象とߒたࠕンケ

る(࿑表߈ߢ߇ことߔ示ࠄ߆調査結果࠻ 1,2)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

出所：ศ↰優治(2000)ޟ米国経営教育の理念とケスࡔソッド－わ߇国大学における経営教育の方向性を߽とめてޠ

第ޢい世紀と企業経営の変革ߒ新ޡ 70 ภ9ޔ ޔ日本経営学会234ޔ  。作成߇報告者ߪ࿑表。ࠫࡍ
著網࡞ࠚ࠷ン・ウイッࠥࡕ 35 山本洋 内↰由㉿子⸶(2001)ޡMBA 式勉強法－ࡀࠫࡆススࠢ࡞の授業の徹底

࿑表2ޓケス・ࡔソッドをߤの程ᐲ評価ߔる߆

㧝.高く評価ߒている

星枯枯不映網

拘.比較的に高く評価ߔ

る星拙喩.没不映

拙.比較的ૐく評価ߔる

星喩.拘不映

いߥߒたく評価ߞ߹.…

星枠不映

1ޓ
網網(㧑)

  2
(㧑)

3
(㧑)

࿑表1ޓケス・ࡔソッドの実ᣉ状況

い星没枰.枰不映ߪ

いいえ星枡拙.…不映

(%)いߪ

いいえ

(%)ޓ
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解剖ޢ東洋経ᷣ新報社73ޔ  。ࠫࡍ
36 梅津శ弘(2007)ޟ経営倫理教育におけるケス・ࡔソッドの方法と意味ޡޠ日本経営倫理学会ޢ第 14 ภ3ޔ ޔ

日本経営倫理学会8ޔ  。ࠫࡍ
37 Beauchamp,T.,&Bowie,N.(eds.)(1997)Ethical Theory and Business,5th ed., Prentice-Hall, p.44. 
38 MBA MBAޡ(2003)࠻ࠢࠚࠫࡠࡊ・ションュエࡃ 122ޔ東洋経ᷣ新報社ޢ߆本当に役に立つのߪ  。ࠫࡍ
39 梅津శ弘(2007)ޟ経営倫理教育におけるケス・ࡔソッドの方法と意味ޡޠ日本経営倫理学会ޢ第 14 ภ3ޔ ޔ

日本経営倫理学会12~11ޔ  。ࠫࡍ
40 中谷常ੑޟケス・ࡔソッドを用いた経営倫理の効果的ߥ教育法に関ߔる研究ޠ

<http://kaken.nii.ac.jp/d/p/18730253>(2011/11/18  (セスࠢࠕ
40 McDonald,G.M.(2004)̌A Case Example: Integrating Ethics into the Academic Business Curriculum̍

Journal of Business Ethics, Vol.54, No.4,p.378. 
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